
【パソコンは死んだ？】
「PCなしでは仕事が出来ない」と言われてきましたが
最近では、ｽﾏｰﾄﾌｫﾝやﾀﾌﾞﾚｯﾄ型端末にﾊﾟｿｺﾝの機能
があり、「たいていの場所でﾜｲﾔﾚｽでｲﾝﾀｰﾈｯﾄが出来
るので、ﾊﾟｿｺﾝは必要がない」という、考えの方が増え
てきているようです。電車や公共の場でも、ﾀﾌﾞﾚｯﾄ型
になれば、ｶﾀｶﾀと打つ音も、しないですしね！
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馬の耳
どんな良い話を聞いても、何も行動しなかった私が「馬」ではな

く「人間」である証明をする為、勉強会等で学んだことをまとめ、
この「馬の耳」を作ることにしました。お世話になっている皆様の
ために、少しでもお役に立てればと思います。

【子孫のために】
パッチのクラウニングのあと、参加者の仲間と靖

国神社に行ってきました。あっ、赤い鼻はつけて行
きませんでしたので、ご安心を！（汗）

その時、ひいた“おみくじ”に「今、使っている木
材は過去の人たちが種を蒔き、育ててくれた木材で
ある。あなたは、これからの子孫のために種を蒔き、
育てなさい」ということが書いてありました。

占いなど、あまり信じないほうですが、この“お
みくじ”には、ドキッとさせられました。

なぜなら私は、今の自分の生活、せいぜい自分の子
供たちの事くらいしか考えていなかったからです。
本当に恥ずかしい限りです。

原発の件も、私たちには助かりますが、本当に子孫
のためになるのだろうか？ 大きな“お荷物”を残
してしまうのではないだろうか？ 目の前の豊かさ、
便利さを追求し、未来の子孫の事を考えずにいたの
ではないか？ あまりも考えが浅すぎました。

そのあと、靖国神社境内にある遊就館という展示
室を拝観してきました。先人たちが、いかにしてこ
の国を守ろうとし、どう守ってきたのか？ その思
いが、伝わってくる展示室でした。ある一角に、と
ても印象に残る「遺書」を見つけました。

それは、出兵する為に書かれた｢遺書」ですが、
亡き妻と子供宛てのもので、「とにかく自分の役割
を全うする。そして、そっちに行ったら、また仲良
く楽しく暮らそう。」というような内容でした。

なぜ、妻と子供は先立ってしまったのか？

それは、「私たちがいたのでは、あなたが戦争に
行くのに邪魔になる。」という理由で、子供を抱い
て妻が川に身を投げたからなのです。
まったく言葉を失い、胸が苦しくなります。

他にも、親に宛てたもの、愛する人に宛てたものな
ど、たくさんの遺書の展示がありました。

ひいた“おみくじ”のように、こうして命をかけて
戦ってくれた方々のお陰で今の日本があるのですね。

今、私たちに何が出来るでしょうか？ 原発を止め
るとか、新エネルギー開発とか、大きな事は出来ま
せん。小さな事、やっぱり募金とか、自社を安定し、
しっかりしたものにするとかになるのでしょうか？

あっ！ 杉井先生は原発復旧の仕事に申込み、今月
行かれるそうです。でも、私は行きません。（汗）

【Cｌowning クラウニング】
「Clowning クラウニング」って、ご存知ですか？
あまり聞きなれない言葉ですよね。
「クラウニング」とは、道化師（Clown）の格好で
病院や福祉施設などを訪れ、障害や病気などの問題
を抱えた人と触れ合いながら、「笑い」を通して心
を癒やす行為のことのようです。
以前に紹介させて頂いた、パッチ・アダムスが作っ
た言葉だと聞いています。

そのパッチ・アダムスと一緒に「クラウニング」
をする機会があったので、初めて参加してみました。
今回の目的は、病院などへの訪問ではなく、日本を
元気にする為に、東京から笑いと元気を発信すると
いうもので、銀座を中心に「クラウンニング」をし
ました。

参加にあたって、その申込書には「パッチのクラ
ウニングは、自宅からその格好で参加する事が習わ
しとなっているので、是非あなたも挑戦してみて下
さい。思いがけないハプニング、発見があるかもし
れません。」というような事が書いてありました。

そこで、どうせだったら挑戦してみようと、自分
なりに用意したクラウンの衣装に着替えて、自宅か
ら現地までその衣装で向かいました。
（写真はその時の新幹線の中です。）
三島駅まで送ってくれた家族は、手を振る私に、他
人のような素振りでサッサと帰ってしまいました。

現地に着いてから、他の参加者の方に「小野さん
はどちらで着替えたんですか？」と聞かれたので、
「はい、自宅からこの格好で！」と答えると、「勇
気あるぅ～」って言うのです。「はぁ？ みんなこ
の格好で来るんじゃないんですか？」「ほとんどの
方はこちらで着替えたみたいですよぉ～」

まぁ、毒を食らわば皿までも･･･。今までにない、
ハプニングだらけの非日常を体験
させて頂きました。

今回のクラウニングで、日本が
元気になったかは分りませんが、
自分自身は、とても元気になり、
何でも出来そうな、そんな感覚に
なる事が出来ました。みなさんも
「クラウニング」に挑戦してみて
はいかがですか？ 非日常を体験
することで、何か見えるものがあ
るかもしれませんよ！
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